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ＡＶ機器のレイアウト（１／２）

● 機器レイアウト
B250機器レイアウトです。
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ＡＶ機器のレイアウト（２／２）

● コントロールデスク

● AV機器架

コントロールデスクの設置機器レイアウトです。

AV機器架の機器実装レイアウトです。

普段は扉（鍵付）が閉まっています。

確認モニター

WebEx PC

スクリーンと同じ映像が表示されます。

Ｉ／Ｏ端子ユニット

デジタルミキサー

デジタルパワーアンプ

RJ45パッチ盤

デジタルミキサー

ＤＷＬマイクチューナー

会議マイクコントローラ

赤外線送信機

HDMI分配器 HDMI分配器

HDMI分配器

ヘッドアンプ-1

ヘッドアンプ-2

ワイヤレスマイクチューナ

アンテナ混合器

外部入出力パネル

コーデック

システムコントローラ

デジタルマトリクススイッチャ

カメラ用デジタルスイッチャ

HD MI延長器(Tx)

HD MI延長器(Tx)

HD MI延長器(Tx)

HD MI延長器(Tx)

HD MI延長器(Rx)

HD MI延長器(Rx)

HD MI延長器(Rx)

HD MI延長器(Rx)

HD MI延長器(Tx)

HD MI延長器(Rx)

HD MI延長器(Rx)

wiv iaSW HU B

電源制御ユニット

外部入出力パネル

HDMIの入力や、スクリーンと同一映像の出力を行います。
（入力：HDMI 出力：HDMI／アナログ音声）
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システムの起動

● システムを起動する
ＡＶシステムの起動はコントロールデスク設置の
タッチパネルにて行います。

「システムを起動しますか？」と表示されるので、
「Yes」を選択してください。
「No」を選択すると画面が黒くなり、初期の状態(画面が黒い状態)に戻ります。

※ＡＶシステムの起動には60秒ほど時間がかかります。

タッチパネルの画面(黒い状態)にタッチして下さい。

タッチパネル画面が展開します。

１、タッチパネルの画面にタッチする。

２、ＡＶシステムの起動操作

タッチパネル

①

②

３、イージーモードの起動操作

しばらくすると「イージーモード」にてシステム起動します。

「イージーモード」画面
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イージーモード

● イージーモード
パソコン映像をスクリーン＋AUX OUT)全てに映像提示するシンプルなモードです。
ワイヤレスマイクや会議マイクといった音響設備も利用できます。

AUX OUT（壁面）スクリーン

「イージーモード」画面

AUX OUT（壁面）
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演台よりパソコン映像提示する（イージーモード）

● 演台よりパソコン映像提示する
演台にて接続しているパソコン映像を提示します。

「イージーモード」画面

演台

演台にてパソコンにケーブルを接続してください。

１、パソコンを接続する。

演 台

演台ではアナログ映像とデジタル映像（HDMI）に対応しています。

ご利用になるケーブルを接続してください。

タッチパネル上のボタンをタッチして下さい。

映像が提示されます。

２、タッチパネルにて映像提示操作を行う。

②

イージーモード起動時は「演台PC（HDMI）」が選択されています。
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参加者デスクよりパソコン映像提示する（イージーモード）

● 参加者デスクよりパソコン映像提示する
参加者デスクに接続せれているパソコンの映像を提示します。
接続箇所は２箇所あります。

「イージーモード」画面

参加者デスク接続コネクタ部

参加者デスクにてパソコンにケーブルを接続してください。

接続コネクタ部は足元にあります。

１、パソコンを接続する。

参加者デスクではデジタル映像（HDMI）のみに対応します。

タッチパネル上のボタンをタッチして下さい。

映像が提示されます。

２、タッチパネルにて映像提示操作を行う。

②

イージーモード起動時は「演台PC（HDMI）」が選択されています。

HDMI接続コネクタ部
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ｗiviaを使って映像提示する（イージーモード）

●ｗiviaを使って映像提示する
Ｗiviaを利用すればネットワークを通じ、パソコン映像を提示することが出来ます。

「イージーモード」画面

タッチパネルより「ｗivia」を選択して下さい。

ｗiviaの初期映像が提示されます。

１、タッチパネルにてwiviaを選択する。

お使いのパソコンにてｗiviaソフトウェアを起動して下さい。

２、wiviaソフトウェアを起動する。

①

一覧に表示されている該当wiviaに接続します。

３、wiviaに接続する。

一覧に表示されていない場合は、以下手順にてIP登録して下さい。

IPは投影されている画面に表記されています。

IPの表示

wiviaソフトウェアにて以下の投影操作を行って下さい。

４、映像を投影する。

Wivia KEYの表示

投影操作の際にwivia KEY（数字4桁）を問われます。

wivia KEYは投影されている画面に表記されています。
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映像をOFFにする（イージーモード）

●映像をOFFにする
提示映像をOFFにすることが出来ます。

「イージーモード」画面

タッチパネルより「OFF」を選択して下さい。

提示映像がOFFになります。

１、タッチパネルにてOFFを選択する。

①
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アドミンモード

● アドミンモード
イージーモードに比べより詳細な操作を行うことが出来ます。
以下機能が追加されます。

・スクリーンとAUX OUT個別への映像提示

・TV会議機能

・カメラ操作

・会議マイクのコントロール

・TV会議装置／Web Exへの送り言語選択

・プロジェクターの個別電源操作

・WebEx PCの映像提示

● アドミンモードの起動

「イージーモード」画面

①

イージーモード画面上の「アドミンモード」ボタンを

タッチして下さい。

１、アドミンモードを選択する。

アドミンモードが起動し、アドミンモード画面に

切り替わります。

２、アドミンモードの起動。

「アドミンモード」初期画面

アドミンモードの初期画面は「セレクター」になります

アドミンモードのより詳しい説明は別紙

「タッチパネルコントロールシステム 取扱説明書」

をご確認ください。
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表示する映像・音声をセレクトする

● 表示する映像・音声をセレクトする
表示する映像やスピーカー音声をセレクトします。
※あらかじめスクリーンにＴＶ会議装置の映像を表示しておいてください。

映像の表示先を選択してください。

映像選択画面が展開します。

１、映像の表示先を選択する。

表示したい映像を選択してください。

映像が出力されます。

２、表示する映像を選択する。
①

②

同様にスピーカ音声も選択してください。

３、スピーカ音声を選択する。

④

③
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ワイヤレスマイクを使う（音響設備）

● ワイヤレスマイクを使う
システム起動時は、下記台数のワイヤレスマイクを利用できます。

ハンド型マイク ピン型マイク

利用するマイクの電源スイッチをONにしてください。

１、マイクのスイッチをONにする。

電源スイッチ

電源スイッチ

マイクの利用を終えたらマイクをコントロール上の充電器に戻して下さい。

２、充電器にセットする。

充電器

各マイクを個別に音量調整する場合は、タッチパネルの「音量操作」タブにて行います。

３、個別に音量を調整する。

「音量操作」画面
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会議マイク＜デジタルワイヤレスマイク＞を使う（音響設備）

● 会議マイク（デジタルワイヤレスマイク）を使う

グースネックタイプのデジタルワイヤレスマイクを、８台利用することが出来ます。

会議マイク

発現する場合はマイクのトークスイッチをONにしてください。

マイクヘッドのリングがとトークスイッチが緑点滅し、発言が可能となります。

（OFF時はトークスイッチが赤点滅します）

２、マイクのスイッチをONにする。

トークスイッチ

■マイク動作時間目安

スタンバイ時 ・・・約60時間

トーク時 ・・・・・約18時間

リング

充電時間 ・・・・・約6時間

充電器

１、マイクの電源をONにする。

充電器からマイクを取り出すことで自動的にONになります。

（トークスイッチを長押ことでONNにできます。）

マイクの利用を終えたらマイクを充電器に戻して下さい。

３、充電器にセットする。

各マイクを個別に音量調整する場合は、タッチパネルの「音量操作」タブにて行います。

また会議マイク状態は「会議マイク」タブで確認できます。

４、個別に音量を調整する。

ミュートスイッチ

黄色点灯時は消音です。

マイク状態表示

グレー時はマイク電源OFF

または充電中です。

「音量操作」画面
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通訳者ユニットを使い翻訳する（音響設備）

● 通訳者ユニットを使い翻訳する

通訳者ユニット（２台）を使い、室内の音声やTV会議の音声を翻訳することが出来ます。
（日本語→英語、英語→日本語）

通訳者ユニット

通訳者ユニット

ヘッドフォンを使いルーム室内音声を確認してください。

必要に応じて音量調整つまみでヘッドフォン音量を調整して下さい。

１、室内音声を聴く。

ヘッドフォン

音量調整ツマミ

言語スイッチ

言語スイッチにて翻訳する言語を選択してください。

（日本語を英語に翻訳する場合は”ENG”を選択）

２、翻訳する言語を選択する。

翻訳するときはトークスイッチをONにし、話してください。

3、翻訳する。

トークスイッチ

２台の通訳者ユニットのトークスイッチは連動動作します。

（１台がONになると２台目がOFFになる）
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通訳された音声を聞く（音響設備）

● 通訳された音声を聞く
無線タイプの言語レシーバーで通訳された音声を聞くことが出来ます。

イヤフォンのコネクタをイヤフォンジャックに接続して下さい。

１、イヤフォンを接続する。

イヤフォン

チャンネルスイッチにて聞きたい言語チャンネルを選択して下さい。

選択されたチャンネルはインジケータ部に表示されます

３、聞く言語チャンネルを選択する。

必要に応じて音量調整スイッチにてイヤフォン音量を調整してください。

４、イヤフォン音量をする。

00：FLR ・・・スピーカと同じ音声です。

0１：JPN ・・・日本語に翻訳された音声です。

0２：ENG ・・・英語に翻訳された音声です。

言語レシーバー

電源スイッチを押して電源をONにして下さい。

２、電源をONにする。

電源スイッチ

言語チャンネル
スイッチ

イヤフォンジャック

音量調整スイッチ

赤外線受光部を完全に隠してしまわないようご注意ください。

音声が途切れてしまいます。

赤外線受光部

５、充電器にセットする。

マイクの利用を終えたらマイクを充電器に戻して下さい。

充電器
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スピーカ音量を調整する（音響設備）

● スピーカ音量を調整する

タッチパネルよりスピーカからの出力音量を調整できます。

①

タッチパネルの「機器音量」ボタンにて、

パソコンやTV会議装置などのソース機器音量を調整します。

（＋ボタンで音量アップ、－ボタンで音量ダウン）

１、機器音量を調整する。

②

タッチパネルの「マイク音量」ボタンにて、

パソコンやTV会議装置などのソース機器音量を調整します。

（＋ボタンで音量アップ、－ボタンで音量ダウン）

２、マイク音量を調整する。

③③

ミュートスイッチにて各音声をミュートすることが出来ます。

３、ミュートする。

マイク音声の上げ過ぎにはご注意下さい。

ハウリングやエコーや原因となります。
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拠点と接続する（TV会議装置）

●番号（IP）入力で拠点と接続する
TV会議タブにてIPアドレスの入力で相手（拠点）と接続します。
※あらかじめスクリーンにＴＶ会議装置の映像を表示しておいてください。

タッチパネルにて「接続・切断」→「番号入力」を

選択してください。

１、「番号入力」を選択する。

テンキーで相手のＩＰアドレスを入力し、

接続ボタンを押してください。

コール音の後、相手が応答したら接続されます。

２、IPアドレスを入力し接続する。

①

②

③

④

●ドメイン入力で拠点と接続する
TV会議タブにてドメインの入力で相手（拠点）と接続します。
※あらかじめスクリーンにＴＶ会議装置の映像を表示しておいてください。

タッチパネルにて「接続・切断」→「ドメイン入力」を

選択してください。

１、「ドメイン入力」を選択する。

キーボードで相手のドメインを入力し、

接続ボタンを押してください。

コール音の後、相手が応答したら接続されます。

２、ドメインを入力し接続する。

①

② ③

④

ネットワーク環境により

ドメイン入力が利用できない場合がございます。

● アドレス帳で拠点と接続する
TV会議タブにてアドレス帳より相手（拠点）と接続します。
※あらかじめスクリーンにＴＶ会議装置の映像を表示しておいてください。

タッチパネルにて「接続・切断」→「アドレス帳」を

選択してください。

１、「アドレス帳」を選択する。

アドレス帳より接続先を選択し、接続ボタンを押してください。

コール音の後、相手が応答したら接続されます。

２、接続先を選択し接続する。

①

②

③
④
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着信に応答する（TV会議装置）

● 着信に応答する

①

ＴＶ会議装置の着信（コール）があると、タッチパネル上に「着信メッセージ」が表示されます。
接続するか（Yes）、否か（No）、ご選択下さい。
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資料を共有する（TV会議装置）

● 資料を共有する
接続先とパソコン資料を共有することが可能です。
※あらかじめスクリーンにＴＶ会議装置の映像を表示しておいてください。

タッチパネルにて「資料共有」を選択してください。

１、「資料共有」を選択する。

タッチパネルにて共有するソースを選択してください。

共有が開始されスクリーンに映像が表示されます。

共有を終了するには「ＯＦＦ」を選択してください。

２、共有するソースを選択する。

②

①
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通訳音声を送出する（TV会議装置）

● 通訳音声を送出する
接続先に通訳音声を送ることが可能です。
※あらかじめスクリーンにＴＶ会議装置の映像を表示しておいてください。

タッチパネルにて「通訳音声」を選択してください。

１、「通訳音声」を選択する。

タッチパネルにて送出する音声を選択してください。

２、送出する音声を選択する

ＷｅｂＥｘ-PCへの送り音声も同様操作にて選択します。

②

①

日本語 ・・・日本語に翻訳された音声。

英 語 ・・・英語に翻訳された音声です。

オリジナル ・・・翻訳した音声は送りません。
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専用リモコンと同じ操作をする（TV会議装置）

● 専用リモコンと同じ操作をする
TV会議装置専用のリモコンと同様操作が行えます。
※あらかじめスクリーンにＴＶ会議装置の映像を表示しておいてください。

タッチパネルにて「リモコン」を選択してください。

リモコン画像が表示されます。

１、「リモコン」を選択する。

リモコンのボタンにタッチし、必要な操作を行ってください。

２、リモコン操作する。

①

②

リモコン本体をカメラに向けることで、操作も可能です。

専用リモコン
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カメラを操作をする（カメラ）

● カメラを操作する
ＴＶ会議装置やＷｅｂＥｘ利用時のカメラ操作を行います。

表示したい（操作したい）カメラを選択してください。

１、カメラを選択する。

矢印ボタンやZoomボタンにてカメラ操作を行ってください。

２、カメラを操作する。 ①

②

「Fast」「Slow」ボタンにてカメラ動作速度を

切り替えることが出来ます。
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接続拠点のカメラを操作をする（カメラ）

● 接続拠点のカメラを操作する
TV会議接続時、接続拠点（相手）のカメラを操作することが出来ます。

「接続拠点」を選択してください。

１、「接続拠点」を選択する。

矢印ボタンやZoomボタンにてカメラ操作を行ってください。

２、カメラを操作する。 ①

②

接続拠点の設定によっては、カメラ操作が許可されて

いない（操作できない）場合があります。

３拠点以上接続している場合、

メイン接続した拠点のみカメラ操作が可能です。

（操作する拠点カメラを任意に選択はできません）
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プリセットポジションを保存する／呼び出す（カメラ）

●プリセットポジションを保存する
カメラのプリセットポジションを保存出来ます。

カメラ操作を行い、保存したいポジションを決めてください。

１、カメラポジションを決める。

プリセットの「保存」ボタンを押した後、

保存先の番号を押してください。

２、プリセット保存を行う。 ①
②

③

●プリセットポジションを呼び出す
カメラのプリセットポジションを呼び出すことが出来ます。

プリセットの「呼出」ボタンを押した後、

呼び出す番号を押してください。

１、プリセットを呼び出す。

①

②
プリセットの番号はＴＶ会議装置本体の

プリセットナンバーとリンクしています。

プリセットの番号はＴＶ会議装置本体の

プリセットナンバーとリンクしています。



その他の機能

中表紙
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その他の機能

● 室内の映像・音声を取り出す

コントロールデスク・AV機器設置の映像・音声出力コネクタより、メインスクリーンと同じ映像、
スピーカと同じ音声を取り出すことが出来ます。

映像出力コネクタ
（HDMI信号）

音声出力コネクタ
（アナログ音声信号 LINE）

コントロールデスク

外部レコーダーや、ストリーム配信などにご利用下さい。

AV機器架
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その他の機能

● 映像出力パネル（ＡＵＸ OUT）に機器を接続する

前方壁面２ヶ所に映像出力機器を接続することが出来ます。

映像出力パネル

HDMI延長器
（受信専用）

専用ケーブル

HDMIケーブル

１、映像出力パネルに専用ケーブルを接続してください。

２、専用ケーブルをHDMI延長器に接続してください。

３、HDMI延長器にHDMIケーブルを接続してください。

４、HDMIケーブルを映像出力機器に接続してください。

映像出力機器

映像出力パネル
（AUX OUT）



システムの終了

中表紙
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システムの終了

● システムを終了する
ＡＶシステムの終了はコントロールデスク設置の
タッチパネルにて行います。

「システムを終了しますか？」と表示されるので、
「Yes」を選択すると終了中画面に展開します。
「No」を選択すると元の画面に戻ります。

タッチパネル画面右上の「終了」ボタンをタッチして下さい。

１、タッチパネル画面の「終了」ボタンをタッチする。

２、ＡＶシステムの終了操作

①

②

終了中の画面

終了にはしばらく時間がかかります。

タッチパネル
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